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【実践の内容】
　本研究は、「算数的活動を生かした思考を深
める算数学習」というテーマのもと、算数科に
おけるよりよい学習展開の在り方について探究し
ようとしたものである。
　思考を具体的なものと、抽象的なものという
視点でとらえ、実践を通して考察していくことに
より、思考の深まりの様相、そのための手だて
について明らかにしていくことをねらいとした。

【論文内容の紹介】

1.	 研究の基本的な考え方

⑴　具体的な思考・抽象的な思考
　「具体的な思考」とは、算数的活動のうち、
具体的な操作などといった外的な活動に基づく
思考ととらえる。
　また、「抽象的な思考」とは、頭の中で思考を
詳しく振り返ったり、思考同士を比べたりといっ
た、いわゆる反省的な思考ととらえる。
⑵　思考の深まり
　思考が、「具体的な思考」から「抽象的な思考」
へと移っていくことを、思考の深まりととらえる。

2.	 実践から示されたこと

　５年「分数と小数」では、21を３等分すること
を面積図をもとにして思考を表出したり、同じく
「多角形の内角の和」では、三角形を実際にか

いて数えることによって思考を表出したりするな
ど、算数的活動によりそれに基づく具体的な思
考が生じることが示された。
　また、その後、「分数と小数」では、数直線
図を活用し３等分の意味を別の角度からとらえ
直したり、「多角形の内角の和」では、図形の内
角の和について図をもとに式化したりする活動に
取り組むことによって、思考が抽象化されていく
様相が示された。

3.	 成果と課題

⑴　成果
・授業の中で、子どもたちの思考がどのように変
わっていくかを、「具体的な思考」と「抽象的
な思考」という視点でとらえたことにより、そ
の深まりというものが明確となった。
・思考を「具体的な思考」から「抽象的な思考」
へと深めるためには、「具体的な思考」をとら
え直すための、手だてが必要であることが明
らかになった。
・「具体的な思考」をとらえ直すための手だてと
して次のようなものが考えられる。
①　視点を変える（子どもからの発言には出
ていない）ための図などの提示をする。

②　発表された「具体的な思考」を振り返る
場を設定する。

③　発表された「具体的な思考」をゆさぶる
ような発問をする。

⑵　課題
・「具体的な思考」と「抽象的な思考」とはどう
いうものであるかについて、さらに整理してい
く必要がある。
・思考を「具体的な思考」から「抽象的な思考」
へと深めていくための手だてについて整理し、
検証を進めていく必要がある。
・思考の深まりによる、「よりよい学び」というこ
とについて、今後研究を進めていく必要があ
る。
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